



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 直 弼 ）
者儀捕押方指揮致候處、怪我致候ニ付一
ト先帰宅仕候、尤供方即死手負之者、別紙之通御座候、此段御届
申達候
申三月三日
深手日下部三郎左衛門 手疵片桐権之丞 手疵小河原秀之丞
即死沢村軍八 手疵櫛尾弥三郎 即死永田太郎兵衛
手疵柏原徳之丞 即死加田九郎太 手疵萩原吉次郎
同　草刈鍬五郎 手疵松尾貞之丞 薄手渡辺素太
同　越石源次郎 薄手元持甚兵衛 手疵岩嶋徳兵衛
薄手藤田忠蔵 同　水谷求馬 陸尺手疵弥一郎
薄手草履取吉田太郎 即死河西忠左衛門 陸尺同勝五郎
（上巻奥書）　櫻田騒動之圖
 先師狩芳崖先生筆
 天城 （朱印方印）
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【下巻詞書】
⑩　井伊殿亡骸、胴腹ニ深手
負たる、
駕籠脇ノ侍弐人、愁膓之躰、
其侍も落命様子、又敵を追行
者にも候哉、両人是も深手の様子
なから、彼主人之亡骸ヲ駕籠之中に
納め、両人にて舁上候得共、中々歩行も不叶、大隅守
 屋敷下へ寄せ、其儘差置、両人共
 倒れ、然ル處、何れより参候哉赤合羽
 着たる者両人にて駕籠を舁、惣
 血刀ヲ下ケ、駕籠脇躰之者壱人、是も
 おなしく
 深手之様子なり、
 駕籠へ取付
 済し帰る
⑪　一井伊家より死骸并敵之脱捨たる蓑笠・
合羽・手傘・下駄、何れも井伊家へ運入候、其節
短筒鉄砲四挺計有之候よし、
死人は駕籠又は鈎臺に乗、中に黒羅紗之合羽
着たる侍背負、わき両人にて押持して行、
是はうなる聲いたしける
⑫　井伊殿首を三人して守護し、日比谷の方へ行、
跡ニは未た接戦所々に有之候處、
追々倒れ候ニ付、敵方日比谷之
かたへ立退キ申候
⑬　石河土佐守留守居、天野喜六倅親名代にて
使者相勤、脇坂殿屋敷前にて駕籠より出候へは、
血ニ染ミたる者四人、何れもたすき懸鉢巻して、
壱人は刀を杖につき、眉を切られ柘榴の如くに
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えミ割れ、壱人は無疵之躰ニ有之候故、
肝ヲ消し、先玄関迄主用勤帰候
⑭　御堀際、辻番所脇にて
壱人之士切腹いたし、
辻番より見ル者之咄ニ候
⑮　脇坂屋舗へ
敵御届に出る
⑯　細川越中守屋舗へ
水府浪人願事ニ付
罷越候
⑰　井伊家駕籠表門辺へ参ル頃、色々とりどりの
出立にて、いつれも鉄炮・槍・棒抔持、五六拾人
程あり、あわたゝ敷松平大隅守門前迄参り候處、
跡より上下着たる者駈附、何とか制止候様子にて
いつれも引取候
⑱　一井伊家より白股引之者五六拾人、是ハ何も不持、
中に四人計り陣笠・羅紗之合羽にて、静々と
日比谷の方へ参り、夕刻引取来り候
（下巻奥書）　櫻田騒動之圖
 先師狩野芳崖先生筆
 天城 （朱印方印）
（謝辞）執筆中、短期嘱託職員の川目奈都子氏、廣田理恵氏から種々の意見
をいただいた。また四（6）の「桜田事変絵巻」のデータ入力には廣田氏の
労を煩わせた。記して深甚なる感謝の意を表したい。
